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JUNET電子メール入門

1 はい況こ

大阪大学大型計算機センター研究開発部

後藤米子

gotoh@ccsunO 1. center. osaka-u. ac.jp 

当センターでは、ワークステーションでJUNETの電子メールサービスを提供しています[3]。JUNET

は日本国内のUNIX計算機を接続したネットワークシステムの名称で、電子メール以外に電子ニュー

スのサービスがありますが、当センターにはまだ導入されていません。

電子メールというのは、郵便局が扱う郵便と異なり、計算機ネットワークを利用して、メール（メッ

セージ）を交換するシステムです。便せんを広げて手紙を書くことは、計算機の前でファイルにメッ

セージを作成していくことに相当します。封筒の宛名を書きポストに投函することは、アドレスをつ

けてmailコマンドを起動すればよく、メールの集配はネットワークを通して自動的に行なわれます。

このメカニズムについては松浦先生の解説記事[2]を参照してください。
JUNETは米国CSNETおよびBITNETとのいくつかの直接リンクを持っており、これによって

米国以外の海外のネットワークとメールの交換が可能です。まさに現在の国際化時代の要求にふさわ

しいものといえるでしょう。 1990年4月現在、当センターでは海外とメールを交換する場合でも、特

別な手続き1は不要で、料金は無料です％ただしあくまでも暫定的ですから今後変更される可能性が

あります。センター発行の速報にご注意下さい。

JUNETは操作も簡単ですから、是非ためしに使ってみられることをお勧めします。研究室から

ワークステーションを使う方法は、 (7]に紹介されています。 UNIXの知識のない方は解説記事(4]を

参照して下さい。センターヘの接続の仕方や基本的なコマンドの使い方について、丁寧に解説されて

います。 JUNETそのものに関する資料には、 JUNETの手引作成委員会による詳細な手引[1]があり、

図書資料室で貸し出しできます。 JUNETでは自分自身にメールを送ることができますから、これを

利用して気軽にいろいろためしてみましょう。

利用していただくにあたって、―言。 JUNETでは全体を管理する組織は存在せず、維持はボラン

ティアでおこなわれています。このため後述の注意事項をよく読んで、他の人に迷惑をかけないよう

にしましょう。

2 準備

2.1 ワークステーションの利用申請

JUNETを利用するにはワークステーション用の login-idが必要です。このためにはワークステーショ

ンの利用申請をしなければなりません。

この申請には AC0S2000の利用者番号を持っている方は、 TSSから$Ystrコマンドをタイプイ

ンします。センターの人手が介在するために、申請後、利用できるまでに 2、3日かかります。

I従来は学術情報センターに対する申請が必要でした[3]。
2サーピス開始当初は国内は無料、海外は有料でした。
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2.2 メールホスト

ンターの連用の環境では、メールを受信す これをメールホストといいます）は

ccsun01, ccevs01, cce冒s08

です。この中のひとつをメールホストとして選び、アドレス(2.3参照）表記に指定します。現在、 24

時間運転中ですから、いつでも思い立った時にメールを出したり、読んだりできます。

メールホスト以外の ccsun02などでは、メールの送信はできますが受信はできませんから又注

して下さい。

謬では、以下、 ccsun01をメールホストとして使用する場合について述べます。Sunは4.2BSD、

EWS[5]はsystemVのため、 EWSをメールホストとする場合は、次の点を注意して下さい。

111 4.2BSDのmailコマンドに相当するものはmailxコマンドです。

o文字＠（アットマーク）がdelete(消去）として解釈されるため、¥@と書くこと。

o環境設定のパス(2.4節参照）は/usr/binとなります。

2.3 のアドレス

JUNETでメールを交換するには互いにアドレスを知らせておかなければなりません。当センターで

はアドレスは次のようになります。残念ながら先頭は人名ではなく、 login-idであることに注意して

下さい。

log硫 id@ccsun01.center. osaka-11. ac. jp 

ccsun01はメールホストの名称に対応しています。このアドレスは国内、海外、どちらで

用できますぢ相手のアドレスを間違えると、不要なメールが交換されることになり、システムに余計

ることになりますから、くれぐれも気をつけましょう。これを避けるために、

ともいえるファイル(.mailrc)に登録しておくのも、一つの方法です。これについては後述の「よ

り進んだ使い方」を参照して下さい。

2.4 環境設

パス汀こ下記のものが設定されていなければなりません％

/usr/ucb 

計算機を使用中にメールが届けばベルの音で知らせるようなこともできますが、これらの環境につい

ては、「より進んだ使い方」を参照して下さい。

3
 
mailコマンドのオンラインマニュアルは、他のコマンドの場合と

'I. man mail 

醐 n ことができます。

この1はコマンド入力のプロンプトです。

3正確には.forwardファイルを用怠することによって可能です。

4従来は異なっていました(3]
5echo $pathコマンドで、設定されているパスを見ることができます。
にはこの環境が既定値として設定されています。
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3.1 mailコマンドの起動

mailコマンドを起動する時はメールを送るのか、メールを読むのか、をパラメータの有無で使い分

けます。

'I. mail 
メールを読みます。起動後はサプコマンド(4.4参照）を入力できるモードになります。

'I. mail address 
メールを送ります。起動後はテキストの入カモードになります。

手紙を読んですぐに返事を書く時は「メールを読む」操作のなかでできます。この場合、相手の

アドレスの指定は不要となり、相手のメッセージを編集して利用することもできます。

3.2 mailコマンドの終了

mailコマンドを正常に終了するには

ーメールを読んだ後は q

ーメールを送る時には．（ピリオド）だけの行

を入力します。

メールを送る時にはmailコマンドの終了によってただちにポストに投函した状態になり、これ

を取り消す方法はありません。

4 メールを読む

4.1 到着状況を知る

メールを読むには

% mail 

とだけ入力します。到着しているメールがあれば次ページの図1(4.2参照）のようにメールの一覧が

表示され、プロンプトがとに変わります。メールが届いていなければ

恥 mailfoェyou

が表示され、当然のことですがコマンドは起動されません。 youはあなたの login-idです。

4.2 メールー特の見方

次ページの図1のメール一覧はhサプコマンド(4.4参照）でも見ることができます。第3行目以降の

項目は左端から以下を示しています。

―メールの開封状態を示します。＞は現在アクセスしているメールを指すボインタです。

N 前回mailコマンドで調べた後、到着したメールである。

U まだ読まれていない（未開封である）o

R 読了した（開封済みである）o

ーメール番号
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—発信者

メールを受信した時刻

メールのサイズ。用件名(Subjectに指定したもの）

Hail version SHI 3.0 Tue Jiov 10 10:10:18 PST 1987 Type? for help. 

"/usr/spool/mail/gotoh": 3 messages 1 ne'll 2 unread 

U 1 b12345a Wed Har 28 17: 36 13/344 

2 gotoh Wed Har 28 17:47 13/360 nei;rs 

>Ii 3 postmaster Wed Har 28 17:48 26/763 Returned mail: User un江

図1メールの一覧

4.3 メッセージを読む

メール一覧のメール番号を指定した tコマンドを入力すれば、図 2のように伝送経路、発信者などを

示す情報とともに表示されます。キャリッジリターンだけを入力した場合は、ボインタが示している

ものが表示されます。下記の例にはありませんが、ヘッダの Cc: や Reply-To: の意味については、

5.3を参照して下さい。

From a62109a Tue Feb 6 11:52:48 1990 

Received: by ccsun01.center.osaka-u.ac.jp (3.2/6.4J.5-ccsun01.1.0) 

id AA07661; Tue, 6 Feb 90 11:52:07 JST 

Date: Tue, 6 Feb 90 11:52:07 JST 

From: a62109a (miyaz吐 i-05/29/89 09"42"25) 

Message-Id: <9002060252.AA07661@ccsun01.center.osaka-u.ac.jp> 

To: ad.min 

Subject: Trouble of mail on ccews08 

Status: RO 

admin様

ー以下省略

図2メールの内容

4.4 サプコマンド

主なサプコマンドは次の通りです。？を入力すれば簡単な説明が出ます。

tメッセージを表示する。

V viを起動する。
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h メール一覧（図 1参照）を表示する。

s メールを特定のファイルに保存する。

r返事を書く。自動的に入カモードだけのエディタが起動される。

d メールを削除する。

4.5 その他

o通常のshellコマンドを使用するには、コマンドの先頭に！を付加します。

o メールの保存

- dで削除したり、 sでファイルに保存しない場合

qコマンドが入力されると、利用者のホームディレクトリ下のポスト用のファイルmbox汀こ

保存されます。

—到着状況だけを調べた場合
システムのポストファイル（ディレクトリは/usr/spool/mail)に保存されます。

5 メールを送る

5.1 メッセージを作成し投函する

1/. mail address 

と入力すると、

Snbject: 

と応答があります。 addressはむろん相手のアドレスです。この行に続けて、用件名(subject)を入力
します。この行にはアルファベットを用いる約束です。受信者にとっても snbjectのある方が何か
と便利ですから省略しないようにしましょう。

次行からはメッセージを入力していきます。入力を終了するには．（ピリオド）だけの行を入力しま
す。これでメールが投函されました。

なお、次のことに注意して下さい。

o この方法で作成したメッセージはテンボラリファイルにかかれ、ファイルの終了記号が入力さ

れた時点で、消えます。

保存しておきたい時は、入力を終了する前に忘れずに-i,サブコマンド（後述）を入力しなければ
なりません。

o メールには種々のヘッダ(5.3参照）をつけることができます。

次のように、メッセージをあらかじめ、ファイルletterに作成しておきそれを利用する方法もあり
ます。

1/. mail address <letter 

ファイルletterのなかに-s(5.4参照）で始まる行があれば、その行がsubjectとして採用されます。

7存在しなければ自動的に作成されます。
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5.2 中断したいとき

-qまたは頂を入力します。作成していたメッセージはホームディレクトリ下のファイルdead.letter

されます。ファイル終了記録である．（ピリオド）を入力してしまった後は、このメールを取り

消す方法はありません。失敗に気づいた時は、すぐにお詫びの手紙を出しましょう。

5.3 m叫のヘッタフォーマット

メッセージ（ファイル）の先頭にそれぞれを 1行として、下記のヘッダをつけることができます。少し

でも手間を省きたい時は後述の-hサプコマンドを使えば、 Subject: ,Cc: ,Bee: のプロンプトが

出力されます。

To: メッセージの宛先。','で区切っ くことができる。

Subject: 用件名。漢字は使用できない。

Cc: Carbone Copy。メッセージの複写を送る宛先。

Bee: Blind Carbone Copy。同じくメッセージの複写を送る宛先。ただし、メッセージ

の受け手にはこのフィールドは現れない。内緒で配るといった感じ。

Fee: 控えをとっておく自分のファイルの名前。このファイルに送ったメッセージが追加

される。

Frmn: メッセージの発信者。通常メールシステムが自動的につけてくれる。

自分以外のところに送って欲しい場合の返事の宛先。通常は送り手と

5.4 サブコマンド

プコマンドを紹介します。 mailコマンドをアドレスをつけて起動したときは、テキストの入

カモードになっているため、サプコマンドを入力したいときは先頭に～（チルド）をつけてコマンドで

あることを表します。

-? で使用可能なサプコマンドの一覧が表示されます。以下ではチルドを省略したかたちで説明し

ていますから、先頭にチルドを付加して入力することを忘れないで下さい。

h 前述のヘッダ用のプロンプト(Subject: ,¥ Cc: ,Bee:)を出力する。

p メッセージを表示する。

qまたは Q 中断する。

s subject subjectを記Eする。

v エディタの viを起動する。

w fileメッセージをファイルに書き込む。

入力を終了する。

6 より

前節までに述べたことだけでも十分ですが、これだけでは、 UNIXシステムのセンスの良さは生かさ

れていません。ここでは、前述のようなことがもっと楽にできる方法を紹介します。
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6.1 .mailrcファイルの利用

UNIXシステムにはスタートアップ用のファイルとして.xxxrc(xxxはシステムで決められている英
字）があり、これに種々の情報を記述しておくことによって、操作の簡略化が図られています。 mail
コマンドでは.mailrcがこれに相当し、下記のことができます。

o宛先のアドレス表記を簡略化する。

alias goma gomaazarasi@ccsun01.center.osaka-u.ac.jp 

アドレスには gomaを指定します。

o複数の相手を一つの名前でよぶ。

alias group address1,address2 

アドレスには groupを指定します。

o毎回Subject:と聞いてくるようにする％

set ask sub 

6.2 その他

o メールが到着すればベルを鳴らす。

.loginファイルに下記のコマンドを書いておきます。ただし、メールホストにログイン中でな
ければこの効果はありません。

biff y 

Xウィンドゥでは.xrcなどのスタートアップファイルに下記のコマンドを書いておけば、ボス
トのアイコンに到着状況が表示されます。

xbiff l 

o手紙の控え（カーボンコピー）をとる。

自分のアドレスを下記のように指定しておきます。メッセージを作成中に、同じ文面で送りた
い相手を追加する時にも使います。ヘッダの Cc: に書くのと同じ効果を持ちます。

-c address 

o メールを転送する

ホームディレクトリ下の.forvardファイルに新しいアドレスを書いておきます。メールホス
トを変更した時などにも利用できます。

"guestでは既定値です。
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7 注意事項

JUNETにはいくつかの約束があります。以下は手引[1]からの引用です。

o コード

JIS漠字門6]だけを使うこと。シフト JISコードは伝送されませんので、注意して下さい。罫線

素片、半角カタカナは使用しないこと。

o 日本語漠字の制御コード

ESC (Hは禁止しています[6]o

o機密保持

手紙の内容を完全に秘匿できません。何らかの理由で、内容が他人の目に触れることがあると

うことに注意して下さい。他人を傷つけるような失礼なメールは送らないようにしましょう。

o手紙の長さなど

1行はエスケープシーケンスを含め 255バイト（漢字で約 120字）を超えないこと。これを超過

する長い行については、その伝達は必ずしも保証されません。

oメールの容量

あまり大きなメールを送らないようにすること。せいぜい lOKから 20Kバイトの大きさにと

どめておくこと。

o一般的な心得

はじめてメールを送る相手には、確実に届くことを確認するために、まず、短いメールでテス

トしてみましょう。

o メールの配達証明はできません。

返事が必要な時には、文面の末尾に、お返事下さい、と書いておくのが良いでしょう。

8 おわりに

電子メールの利点は、文字による情報交換の長所を、「気軽に」利用できることでしょう。またメー

ルの送受信がとても早くできます。現在、アメリカまではわずか3分で届きます100 

初心者の方も少し慣れてくると、知人にであった時にはJUNETのアドレスを尋ねたくなるでしょ

う。持っていないことがわかれば、がっかりするにちがいありません。メールシステムは多くの人が

参加すればするほど活気づくものです。これを機会に電子メールの輪が広がっていくことを、

大いに期待しています。

最後に、本センターのJUNETの導入に御協力いただきました、基礎工学部博士課程の山口英さ

んに、この紙面をお借りして感謝いたします。
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